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所管部署 事務事業名 今後の方向性 具体的な取り組み内容 備考

環境総務課 エコオフィス推進事務
現状のまま継続
（改善済み）

・ISO14001に代えて、新たに構築した「枚方市環境マネジメントシステム
（H-EMS）」及び「エコオフィスに関する取り組み指針」の運用により、環境
保全活動の一層の推進とさらなる事務の効率化やコストの削減を図る。

・平成25年3月に対象範囲を拡大し策定した枚方市役所CO2削減プラン
（2013－2017年度）に基づき、事業を実施する。

二次
点検・評価

環境総務課 環境基本計画管理事務
現状のまま継続
（改善済み）

平成24年度に、進捗管理回数を年2回から1回に見直すなど、計画の進捗
管理手法等の簡略化を行った。また、エコレポートについては、市民、環
境保全団体、事業者、行政の連携による環境保全の取り組みを紹介する
など、内容を見直し、ページ数や印刷部数を削減した。このことにより、印
刷製本費が119,000円から42,000円に削減できた。今後も、環境の保全と
創造に関する施策を総合的かつ計画的に推進するとともに、環境情報を
積極的に提供する。

二次
点検・評価

環境総務課 水道事業会計補助事業
現状のまま継続
（改善済み）

枚方市公営企業に対する繰出金事務マニュアル（水道局・市民病院に対
する繰出金について）に従って、適切に、補助金・出資金を繰り出す。

二次
点検・評価

環境総務課 自然環境調査事業 休・廃止

第5回調査については、平成23･24年度の2か年事業であるため、平成24
年度で一旦事業が終了する。5年後の第6回調査（補完調査）については、
第5回調査の結果を踏まえ、調査場所及び調査内容等について、検討を
行う。なお、本調査は、自然環境状況を把握するため、今後も定期的な調
査が必要であることから、10年に1度の市域全域調査、その間の5年ごとの
補完調査を今後も継続して行う。また、各調査については、経費節減に向
けて、調査場所及び調査内容等の精査を行う。

二次
点検・評価

事務事業総点検に係る対応方針 環境保全部 
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所管部署 事務事業名 今後の方向性 具体的な取り組み内容 備考

環境衛生課 まち美化啓発事業 改善

平成24年度は、ホームページに啓発記事を引き続き掲載し、広報へ延べ
10回（うち6回は歩行喫煙禁止一行広告）の記事掲載を行った。またＦＭひ
らかたにて9月から3月まで啓発スポット広告を延べ126回実施した。路上喫
煙制限啓発について、平成24年12月から翌2月にかけて、事業所150社を
訪問し、事業者から従業員への啓発協力を依頼した。
効果としては、路上喫煙実態調査では喫煙者数は減少し、また、平成23年
度から継続して犬のふん対策キャンペーンモデル事業を実施した地域で
は、区域内でのふんの放置が無くなったと報告を受けている。
上記の啓発活動と自治会等地域の取り組みの支援を継続し、粘り強く啓発
を行っていく。路上喫煙制限啓発について、平成25年度も事業者訪問を
実施し、平成24年度に訪問した事業所には啓発内容を聴取する予定であ
る。

二次
点検・評価

環境公害課
水道法に基づく専用水道及び簡易専用
水道関係衛生指導事業

現状のまま継続

専用水道については、定期水質検査結果の受理の他、市水道を水源とす
るものについては年1回、自己水源を持つものについては年2回の立入検
査を行い、結果に応じた改善等の指導を行う。
簡易専用水道については、法定検査の結果を基に改善指導及び立入検
査を行う。

一次
点検・評価
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